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文字計算の指導に関する注意

大 久 保

　　

和

　　

義

　

１， ま

　

え が き

　

数学とは， あるいくつかの具体的な系から， それらが共通に持っている類似した構造とか性質を

ぬき出し， 一般化， 抽象化したものと考えることができる． この
一般化， 抽象化するときにしばし

ば文字が用いられる． たとえば， ２十３＝
３＋２， ４＋７；７十４， ……などの性質を一まとめに

して，
一ａ，ｂを整数とするとき，ａ十ｂ＝ｂ＋ａが成立する／

’などである，このようなことから，

数学では文字の扱いが非常に重要視される． 文字の導入は小学校５年生からで， そこでは方程式に

おいてそれまでの未知数□， △， ……のかわりに×， ｙ， ……なども用いて解く， ということがさ

れている． さらに中学校では， １年生のとおこ文字式の計算などが入り，
方程式， 関数などに発展

していく． 方程式， 関数などが現在の数学教育の中心課題の
一つとなっていることを考えると， 文

字式の扱いは， 小学校での小数， 分数と同様に中学校での数学教育の最も基本となるものと考えら

れる． ここで小学校， 中学校での文字を用いる意義を考えてみると

　

＊）遠山

　

啓 現代数学教育辞典

明治図書

　

１９６５年

　

１． 数量関係を文字を用いて簡単にする

　

①一般の定数（恒等式）として

　　

②未知数として－－方程式

　　

③変数として－－ 関数

　

１１． その他

　

①操作を表わす（ｆ，ｓｉｎなど）

　

②図形を表わす（点Ａ， 直線２など）

　

③集合を表わす（Ａ；｛ａ， ｂ， ｃ…１など）

　

④命題を表わす（Ｐ：明日ははれる

　

など）

　

⑤特定の記号， 数を表わす（蕉

　

ｅなど）

等が考えられる． １の数量関係では， 文字
が普通の数， 量のように使われ， 従って， そこで文字の

計算， 文字式が必要とされる． 実際に学習指導要領でも， 小学校学習指導要領（算数） では５年
生

の目標で， ４）文字などを用いて式を簡潔に表わしたり， 式の数量の関係を調べたりする能力を伸

ばす． さらに中学校学習指導要領（数学科） では， 目標として，
第１学年では， ２）文字を用いる

ことによって， 数量の関係や法則が一般的に， かつ簡潔に式に表現でき， 形式的に処理できるよう

にするとともに， 方程式の意味を理解させ， それを用いる能力を養う， 第２学年では， １），文字を

用いた式を目的に応じて計算したり， 変形したりする能力を伸ばすとともに， １次方程式， １次不

等式や連立方程式について理解させ， それらを用いる能力を養う， 第３学年では， ２）目的に応じ
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て式を扱いやすい形に変える方法を理解させ， 式について見通しをもって能率的に扱うことができ

るようにするとともに， ２次方程式について理解させ， それを用いる能力を養う， とうたわれてお

り， それぞれに付随した内容が上げられている． さて， ここ数年来， 小・中学校で， 算数， 数学で

の いおちこぼれ″ ということが非常に大きな社会問題となっており， 各種の研究会で論議をよんで

いる． そこでその原因を考えてみるときに， 小学校で小数， 分数が十分に習得されていないという

こととともに中学校での文字式の計算の不十分さも大きな要因になっていると著者は考えている．
即ち中学校で本格的に扱われる文字式の計算で， その規則， 法則が十分に習得されないうちに， そ

れらが方程式，関数などに頻繁に用いられているというところにも原因があると思われる．そこで，
文字式の計算がどれくらい習得されているのかを調査し， 全般的にどういうことが不足しているの

か等の問題点を探し出して， 今後の文字指導での注意すべき点を考えてみたい．

　

２． 文字式の計算における調査

　

２， １ 調査方法

　

昭和５３年７月に北海道教育大学附属札幌中学校３年生３クラス（１２７名）を対象に予備調査をさ

せていただき，問題の適正を吟味した．次に昭和５３年９月に札幌市内の中学校で３年生（２８８名），
高校３名（公立２校，私立１校）と札幌以外の道内の公立高校１校で１～３年生各１クラスずつ（１

年生１６９名，２年生１７１名，３年生１７５名）， また北海道教育大学札幌分校数学科教育学（小学校課

程）受講者（１６３名）を対象として本調査を行なった．

　

注１．中学校で３年生のみを対象としたのは，この学年では， 文字式についての計算が十分に習得されていなけれ

　　　

ばならず， 本当に理解できているかどうかが調査できると思われたためである．

　　

２，高校では， 中学校での誤答のし方，割合と比べてちがいがあるのか， ないのか， 又学年によるちがいがでて

　　　

くるのか， どうなのかを調査するため各学年から１クラスずつ選んだ．又高校では， 学校によりレベルの差が

　　　

あり，選ぶのに苦労したが，だいたい全日制普通科で中の上ぐらいの学校と思われるところで， 又各学校とも

　　　

３年生は文系コースの生徒とした．これは一般に理系ならば数学を得手としている者が多く，一般的な理解度

　　　

を調査をするのに， 文系の方が適当と判断したからである．

　　

３．大学では， 本調査に参加してもらった学生の多くが，卒業した後小学校又は中学校の教員となる．それ故に

　　

本調査にある基本的問題はできなければならないと考え， その理解度を調べるために行なった．

　

２． ２

　

調査方法

　

調査方法は， こちらで問題をつくり， 調査していただいた学校に配布， テスト方式を用いた． な

お時間は各学校とも４５分間とした．

　

２． ３

　

調査問題

　

問題は中学校１年生， ２年生の教材の中から， 基本的なものを出題した． 理由は， 文字計算の基

本的かつ重要なものは， この中に含まれていて， 又現在行なわれている文字式の計算の指導法が，
１～３年でくり返しやっているうちに， 自然とそれらの内容が身につく， という形態をとっている

ように思われるからである． 問題の構成は， １では文字式での×， ÷の省略に関するもので， 数だ

けの場合とは異なり， 文字式になったときの計算規則， 法則が理解できているかどうかをみる．１１

では文字式で特にまちがいやすいと思われるものを上げてみた．１１１では文字の代入計算に関するも
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の， Ｗでは単に文字式の計算ができるだけではなく， 具体的な問題にそれが適用できるかどうかを

見る文字式の応用に関するもの，Ｖでは文字を数のかわりに用いたときの大小関係に関するもので，

班では文字式のいろいろな約束ごとのもとに， 文字式の計算ができるかどうかを調べる， 実際の問

題は以下の通りである．

別表

※以下で用いられる文字ａ，ｂ，……は実数とする

１， 次の式を×， ÷を用い
ないで表わしなさい。

（１） ａ×３

（２） ａｘａｘａｘ（－１）

（３） （－３）÷ａ

（４） ２ｘａｘ（－÷）×ｄ

（５） －３×（２ａ－３）

（６） ａ÷ｂ÷ｃ

（７） ａ÷（ｂ÷ｃ）

（８） ａ－ｂ÷（－ｃ）

（９） ａ÷ｂ十５

（１０） （３ａ＋ｂ）÷３

１１，次の式で正しいものには○，まちがっているものは
下線部のところを正しくなおしなさい。

（１） （ａ十ｂ）×（ａ＋ｂ）＝２（ａ＋ｂ）

　　　　　　　　　　　　　　　　

解

　

答

（２） ａｘ（－ｂ）＝ａ－ｂ

　　　　　　　　　　　

（１）

　　　　　　　

（４）
（３） ０．１×ａ＝０，ａ

（４） ３ａ－ａ＝３

　　　　　　　　　　　　　　　

（２）

　　　　　　　

（５）
（５） ａ÷３ｂ－暗 縄 －￥

　　　

（３）

　　　

（ィ） 〔汀÷

（１） （４）

（２）

　

（イ）
（５）

　

（口）（３）

１１［，ａ＝－２，ｂ＝３とし
たとき， 次の値はいくらになりますか。

（途中の計算もかきなさい）

（１） ２ａ－３ｂ

　　　　　　　　　　　　　　　

（２） ａ２ｂ

（３）
に も

　　　　　　　

（４） （－ａ）３÷（－★）

　　

ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝

（５） ａ÷｛１－１÷（－ｂ）｝×（－ａ）＋（－ａ）２
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Ｗ，次のことがらを式で表わしなさい。

（１） ５００ｇのａ％はｃｇです。（ｇはぐらむです）

　　　　　　　　　　　　　　

解

　

答

（２） ｃは１０の位がａ，１の位がｂの数です。

　　　　　　　　　　

（１）
（３） 面積がｓ，底辺の長さがａ＋ｂの三角形の高さｈ

　　　　　　

（２｝

　

はいくらか０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）
｛４） ｂはａを二乗して－３をかけた数です。

　　　　　　　　　

（４）
｛５） ４％の食塩水ａｇと７％の食塩水ｂｇをまぜてでき

　　　　　

（５）

　　

る食塩水の食塩の量はｃｇです。

　　　

｛ｇはぐらむです）

　　

ｃを求める式をかきなさい。

（１｝

（２）

（３）

（４）

（５）

Ｖ， 次のことは正しいか。 正しいときは○， 正しくないときはその理由をいいなさい。

（正しくない例をあげなさい）

（１） ａ≧ｂならばａ－ｂ≧０

｛２） ａ≧ｂならばａ２≧ｂ２

（３） ａ≧ｂかつｃ≧ｄならばａ＋ｃ≧ｂ十ｄ

（４） ａ≧ｂかつｃ≧ｄならばａ－ｃ≧ｂ－ｄ

（５） ａ≧ｂかつｃ≧ｄならばａｃ≧ｂｄ

　　　　　　　　　

解

　

答

－
（１）
１

　　

１
（２）
１

　　

１
（３）１

　　

１
（４）

　　　　　　　　　　　

（５）

Ｗ， 次の計算をしなさい。（途中の計算もかきなさい）

（１） （５ａ－４）×（－２ｂ）

　　　　　　　　　　　　　　

（２） （２ａ十３）－（５ａ－４）

◎ ぜｂ÷（‐肋 ）きデキー デ

（５） （－ａ） ｛１÷（－ａ）｝－ａ－２ａ２÷（－ａ２）

　

２． ４

　

調査結果

　

１）全体として

　

各小間ごとの正答率を百分率で示したのが表１である． 又小間を全体の正答率順に配列し， 各学

年毎の正答状況を表したものが図１である． 全般的に， 基本的な問題としては正答率が低い． 中学

校， 高校， 大学で振幅の差は大きいが， 正答率ではだいたい同じような曲線を描いていることがわ

かり， 今回の目的の１つであった， 誤答の傾向がわかる． 学年別では， 中学校， 高校， 大学で当然

１９２
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表１ 正答率表

問

　

題 中学校 高

　　

１ 高

　　

２ 高

　　

３ 大

　　

学

１

　　　

１ ９６．５ ９８，８ ９９，４ ９８．３ ９９．４

２ ７８，８ ９２，３ ９３，Ｏ ８８，６ ９８．２

３ ８７，５ ９５．３ ９４，７ ９７，７ ９９．４

４ ７４．６ ９６．４ ９０，６ ８９．Ｉ ９５．７

５ ８０．Ｏ ９５．３ ９５．９ ９４，３ ９６．９

６ ７１．５ ８２．２ ７７・７ ８３．４ ９８．８

７ ４０．６ ６０．４ ６０．８ ７１，４ ９４．５

８ ４１，Ｏ ５９，８ ５３．２ ６１．７ ９２．Ｏ

９ ７６．４ ９３．５ ８７，７ ９６．６ ９８，８

ｌｏ ８０．Ｏ ９４．７ ９６，５ ９７．７ ９９．４

１１

　　　

１ ６４．９ ８９．９ ８８．８ ９３．Ｉ ８９，Ｏ

２ ７９，５ ９８．８ ９４．７ ９３．７ ９２，６

３ ２６．Ｏ ３５．５ ３５．Ｉ ４０，Ｏ ６２．Ｏ

４ ６９．４ ９３．５ ９３．Ｏ ９７，Ｉ ９３．９

５ ３０．９ ５６．２ ４８，５ ５６，Ｏ ８１．７

１１１

　　　

１ ７６．４ ９５．９ ９６．５ ９６，６ ９８．２

２ ７９，５ ９４，７ ９７．７ ９７．７ ９８，８

３ ４４．４ ８２，８ ８５．４ ９４，３ ９３，６

４ ３１．２ ６３．９ ７０，８ ７１，４ ７６．７

５ １３，９ ３７，３ ４２，Ｉ ５３．７ ７３．６

Ｎ

　　　

Ｉ ２１，５ ２０，７ ２４．Ｏ ３８．３ ３６．８

２ ６２，３ ７７．５ ７８．４ ６８．６ ８６，５

３ ２６．Ｏ ５４．４ ５７．９ ５５．４ ８０．Ｏ

４ ６１．５ ８１．７ ７９．５ ７８．３ ８４′Ｏ

Ｖ

　　　

５ １７．７ ２７．８ ３１．６ ３５，４ ５１，５

Ｉ ７４．７ ９３，５ ９２，４ ９６．６ ９７，７

２ ４４．Ｉ ６６，９ ７１，９ ７７・ｌ ８４．Ｏ

３ ８４４ ９７，Ｏ ９３．６ ９２．６ ９６，９

４ ３７．８ ６０，９ ７０．８ ６７．４ ６３．２

Ｗ

　　　

５ ３８．５ ６４．５ ６７．８ ６９．Ｉ ７８，４

ｌ ５９．Ｏ ９３．５ ９３，６ ９４，３ ９６，９

２ ６４，９ ８９．９ ９３．６ ９５，２ ９３．８

３ ７１．５ ９２．９ ９３．６ ９３，７ ９８．２

４ ４７，９ ８０．５ ８５．４ ８５，１ ９３．３

５ ３１，９ ５５，６ ６０，２ ６９，Ｉ ８７．Ｉ
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行門扉）中学校

　　

‐－－榊‐霧

　

１
－－一滴

　　

２

　　　　

一－－一両

　　

３

ロヨ可大

　

学

′

　

０

　

０

きき洋紙ゞ
＼ハミミ

％／１

　

１

　

工

　

ｍ

　　

ｖ

　　

ｌ

　

ｍ

　

江

　　

工

　　

Ｖ

　　

Ｉ

　　

Ｉ

　　

牡

　

は

　

せ

　　

晒

　

虹

　

１

　

唖

　

ｙ

　　

絃

　

ｙ

　

Ｖ

　　

Ｉ

　　

Ｖ

　　

ｍ

　

ｌ

　　

ｖ 適

　

宜

　

刃

　

皿

　

亘

　

ｙ

　　

ｙ

　　

ユ

　　

３

　

１〇

　

２

　　

３

　　

５

　

１

　

２

　　

為

　

１

　

９

　　

２

　

１

　

１

　

３

　　

２

　　

１

　

１ ６

　　

３

　

１

　

１

　

１

　

１

　

２

　　

２

　　

７

　　

５

　　

１

　

１

　

８

　　

ｑ ５

　　

５

　　

３

　　

５

　　

３

　　

５

　　

１
闘題

図１ 正答率のグラフ

のことながら差が見られるが， 高校における学年別の差はあまり見られない． つまり， 年度別の入

学時の学力の差がないと仮定すると， 文字式の計算では１年， ２年， ３年と学年が進むにつれ， 計

算力がついていくとは言えないということであり， よって文字式の計算力は， だいたい中学時で完

成してしまうと考えてもよいと思う． そこで我々は最後の章では， 中学校における文字式の計算の

指導の留意点を考察する． 又大学での文字式における理解度は， 問題が中学校１， ２年のものであ

ることを考えるとちょっと低すぎる， これぐらいの問題では， ほとんど全員の学生が満点をとらな

ければならないだろう．

　

２） 誤答例

　

誤答例とその率を表２で示しておく．ただしこの百分率はカッコのはじめの方が全体の中での率，

嚢
各謝さ隷嫌農繁肺臓もの．鯖詔誓

言葛鰯島園裏学機轡
高校２年， 高校３年， 中学校を表わすこととする．

　

３． 調査結果における考察

　

０問題１に関して

　

（１）は数字を前に出すことと， ×の省略であるが， だいたいはよいが，中にはα
３
，α十３などと

する者が少数みられた．α十３はα×（十３） のことと思われるが，
ｕ十″ が符号なのか，加えるとい

う 演算″なのかがはっきりしないものと思われる．（２）では，－１〆 としているのが，Ｊで約１

割もいる． ほとんどの教科書では
い１×ｑ

　

－１×αでは１， －１を省略してα， －αとかく
″と約束

１９４
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表２ 誤答例とその率

問題 誤

　

答

　

例 中

　

学

　

校 高

　　　

１ 高

　　　

２ 高

　　　

３ 大

　　　

学
Ｔ １
（１｝ 〆（３）

α十３（２）

α３（１） α３（２）

（２） 一１α３

メー１

〆（一．）

一（α３）

２６（９，０，４２，６）

６（２，１，９．８）

９（３，１，１４．８）

　

３

５（３，０，３８．５）

　

Ｉ

． ふ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

っ ム

　

Ｉ

５（２，８，２５，０） ３

（３） －３α

－

　

”
３

９（３．１，２５．０）

６（２．１，１６．７）

５（３．０，４２．５）

　

３ ８（４，７，８８．９）

１ ▲

　 　

ｎ ７ ”
Ｉ

（４）

　

２α－３６

２α〆－暑）

２α（一号）ゎ

一昔αｂ

１１（３，８，１５．１）

１３（４，５，１７，８）

〆６）

っ ”

　 　 　 　

ｎ ｛ Ｕ

　 　 　 　

． ←

　

２

７（４．１，４３．８） ５（２，８，２６．３）

　

２ ３

（５）

　　

－６α－９

６α十９，６α十３など １９（６，６，３２．８）

３α（７）

． ふ

　 　

っ ム

． ▲

　 　

ｎ 乙

　

２

－－２α
３
一３（５） － － ２）

（６） ふ
も

乎

無

２０（６．９，２４，４）

２９（１０，０，３５．４）

１３（４．５，１５．９）

１５（５．２，１８．３）

６（３，６，２０．０）

　

Ｉ

１２（７．０，４０．０）

　

２

１２（７．０，４０．０）

６（３．４，２０．７）

　

Ｉ

１３（７．４，４４．８）

Ｉ

（７）
る罷
め 一 三

に
痔

　

無

５４（１８．８，３１，６）

２９（１０，０，１７．０）

１４（４．９，８．２）

誉 （・ｏ）

１７｛５．９，９．９）

２３（１３．６，３４．３）

５（３，０，７．５）

　

２

１６（９．５，２３．
９）

２０（１１，７，２９，９）

１０（５．８，１４，９）

１７（９．９，２５．４）

１４（８，０，２８，０）

７（４，０，１４，０）

４（２，３，８，０）

Ｉ

Ｉ

３

（８）

　

わ＋５

＊”＋る

　

Ｃ

α－号

αーわ

　

ｃ

無

９４（３２．７，５５．３）

１３（４．５，８．２）

３

８（２，８，４，７）

１１（３．８，６．５）

３８（２２．５，５５，９）

１１（６．５，１６．２）

５５（３２，２，６８．８）

５（２．９，６．３）

４６（２６，３，６８，７）

　

３

６（３．４，９．０）

７（４．３，５３．８）

　

３

（９） 皿
』
テ
無

１３（４，５，１９．１）

１５（５．２，２２，１）

５

７（２．４，１０．３）

９（３，１，１３．２）

４（２．４，３６．４）

４（２，４，３６．４）

　

２

５（２．９，２３．８）

　

２

２ Ｉ

１９５



大久保

　

和

　

義

問題 誤

　

答

　

例 中

　

学

　

校 高

　　　　

１ 高

　　　

２ 高

　　　

３ 大

　　　

学

（１０） α十わ

Ｉ

αわ

２３（８．０，４０．４）

６（２，１，１０．５）

無（１２）

５（３．０，５５．６）

辱豊（２）

　

２

ゞ嵩（２） 琴三（１） 雪塾｛１）

１１ ｛１） Ｏ

〆＋わ２

７０（２４．３，６１．３）

１６（５，６，１５．８）

１３（７，７，７６．５）

　　

２

１１（６．４，５７．９）

　

３

１０（５．８，８３．３）

　

Ｉ

１０（５，７，５５．６）

（２） Ｏ ２５（８．７，４２．４）

（３） α（‐わ）

Ｏ

１３（４，５，２２，０）

２０８（７２．２，９７．６）

α（２）

　

Ｉ

１０３（６０．９，９４．５）

α（０．１）（１）

　

Ｉ

１０４（６０．８，９３．７）

α（０．１）（１）

５（２．９，４５．５）

９８（５６．０，９３．３）

（０．１）α｛２）

４５（２７．６．７２．６）

無（６）

（４） Ｏ

２

３α－α

３９（１３．５，４４，３）

１０（３．５，１１．４）

１１（３，８，１２．５）

３〆（５）

　

２

　

Ｉ

４（２．４，３６，４）

α（３－１）（２）

４（２．４，３３．３）

　

２

（３－１）α（２）

　

Ｉ

　

Ｉ

α（３－１）（１）

（５） Ｏ １７８（６１．８，８９．４） ６６（３９．０，８９．２） ８６（５０．３，７５．０） ６６（３７．７，８５．７） １８（１１．０，７２．０）

ｍ ｛１｝
５

　

一

　

一

　

無

１４（４．９，２０．６）

７（２．４，１０，３）

２０（６．９，２９．４）

Ｉ

２

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

２

２

Ｉ

２

（２） －１２

無

１７（５．９，２８．８）

１７（５．９，２８．８）

４（２．４，４４．４） ２ Ｉ

（３）
ｉ

一品

６２（２１．５，３８．８）

２０（６，９，１２．５）

１７（５．９，１０．６）

２０（６．９，１２．５）

７（４，１，２４，１）

４（２，４，１３．８）

６（３．６，２０．７）

６（３．５，２４．０）

７（４．１，２８．０）

３

｛４）（一α）３＝－８

．１

　　

ａａＴＴ一言

ａ÷≧

　

≧わ
８÷－★の書き方

　

無

６６（２２．９，３３．３）

５７（１９．８，２８．８）

２４（８．３，１２．１）

４０（１３．９，２０．２）

２５（８，７，１２．６）

２８（１６．６１４５．９）

１７｛１０．１，２７．９）

４（２．４，６．６）

３２（１９．０，５２．５）

２２（１２．９，４４．０）

１２（７．０，２４．０）

７（４．１，１４．０）

２９（２７．０，５８．０）

２８（１６．０，５６．０）

１２（６，９，２４．０）

６（３，４，１２．０）

２５（１４．３，５０．０）

２１（１２，９，５５．３）

９（５．５，２３．７）

（５）１－１÷｛－３）＝Ｏ

α×る十Ｃ；”（る十ｃ

ｌ－１÷（－３に昔

α÷（・ザニぬ”

ｃｚ÷ろ×ｃ＝”÷わｃ

　

無

２６（９．０，１０．５）

１３（４．５，５．２）

１４（４．９，５．６）

　

８

４５（１５，６，１８．１）

４５（１５，６，１８．１）

３０（１７．８，２８．３）

１９（１１．２，１７．９）

６（３．６，５．７）

　

３

　

３

３４（１９．９，３４．３）

１７（９．９，１７．２）

６｛３．５，６．１）

８（４．６，９，９）

１１（６．３，１３，６）

９（５，１，１１，１）

１０（５．７，１２．３）

　

３

７（４，３，１６．３）

４（２．４，９．３）

１９６
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問題 誤

　

答

　

例 中

　

学

　

校 高

　　　

１ 高

　　　

２ 高

　　　

３ 大

　　　

学

Ｎ （１） ｃ－冊昔α

ｃ－・論ｏ

　

ｃ＝５００α

　

ｃ＝ｉ塑且

　　　

α

ｃ＝５００ＸＯ．０α

　

無

１０１（３５，１，４４，７）

２１（７．３，９．３）

１７（５，９，７，５）

１６（５，６，７，１）

　

３

２５（８．７，１１．１）

８４（４９，７，６２．７）

６（３，６，４．５）

７（４．１，５．２）

１４（８．３，１０．４）

　

Ｉ

９５（５６．１，６９，２）

　

３

６（３，５，４．６）

８（４，７，６，２）

７６（４４．４，７０．４）

　

２

８（４，６，７，４）

６（３．４，５，６）

４（２．３，３．７）

４（２．３，３７）

８８（５４，０，８５，４）

　

Ｉ

　

４

（２） ｃ＝”＋わ

ｃ＝αわ

ｃ＝１０×α十１×わ

　

無

１２（４．２，１２，０）

１１（３．８，１１．０）

１０（３，５，１０．０）

３４（１１．８，３４，０）

６（３．６，１５．８）

８（４．８，２１．１）

７（４，１，１８，４）

９（５，３，６．７）

６（３．５，ユ６．２）

１４（８．２，３７．８）

７（４，１，１８，９）

　

３

９（５．１，１６．４）

１１（６，３，２０．０）

２５（１４．３，４５．５）

６（３，４，１０．９）

 ^乙

　 　

Ｑ Ｕ

（３） ｓー

　

れ（α
２
＋る）

ね＝才半す

　

無

８３（２８，８，３９，０）

１８（６．３，８，５）

３８（１３．２，１７．８）

２１（１２．４，２８．０）

８（４，８，２１，１）

７（４．１，１８．４）

３９（２２，８，５４．２）

６（３．５，８．３）

６（３．５，８．３）

４９（２８，０，６２，８）

５（２．９，６．４）

５（２．９，６．４）

１７（１０．４，５１．５）

５（３，７，１５．２）

（４）わ＝α２×（－３）

わ＝α２（－３）

ウ＝－３（α２）など

わ；α２‐３

　

無

４７（２６．３，４２，３）

８（２，８，７．２）

９（３．１，８，１）

　

３

２１（７，３，１８．９）

１９（１１．２，６１，３）

４（２．４，１２．９）

４（２．４，１２，９）

　

Ｉ

２２（１２，９，６２．９）

　

３

５（２．９，１４．３）

２３（１３，１，６０，５）

　

３

１０（５．７，２６，３）

　

Ｉ

１４（８．６，５３．８）

４（２，４，１５．４）

（５）

　　

４４

　　

，

　

７わ
ｃｍ

　

．ｏｏ

　

‐１００

に昔十Ｚ
Ｃ；４α十７わ

ｃ＝”＋ろ

　

無

１０９（３７．８，４６．０）

７（２．４，３．０）

６（２．１，２，５）

１０（３．，４．２）

５０（１７．４，２１．１）

５８（３４．３，４７，５）

　

３

　

３

５（３，０，４．１）

３０（１７，８，２４，０）

５８（３３．９，４９．６）

　

Ｉ

　

２

２６（１５，２，２２，２）

６５（３７．１，５７．５）

５（２．９，４，４）

５（２，９，４．４）

１３（７．４，１１．５）

５７（３５．０，７３．２）

Ｖ （１） 全部○とした者

α；１

　

ウニー２

偽るが負のとき

　

無

２０（６，９，２７．４）

　

５

　

５

２１（７．３，２８．８）

４（２．４，３６，４）

　

３

　

Ｉ

６（３．５，４６．２）

Ｉ Ｉ

（２）

　

Ｏ

　

－１２≦－２２

るが負のとき

　

無

１１４（３９，６，７０．８）

９（３．１，５．６）

　

Ｉ

２３（８．０，１４．３）

４４（２６，０，７８，６）

　

２

　

２

３５（２０，５，７２．９）

６（３．５，１２，５）

　

Ｉ

　

３

２８（１６．０，７０，０）

　

Ｉ

　

２

１１（６，７，４３．３）

　

４

（３）α，る，ｃ，ｄが負のとき

　

無

　

４

２７（９．４，６０．０）

（４）

　

Ｏ

反例のまちがい

ｃ，ｄが負のとき

　

無

８３（２８．８，４３．９）

４３（４１，７，６７，８）

３１（１８．３，４７．０）

１３（７，７，１９，７）

　

２

１１（６．５，１６．７）

１５（８．８，３０．０）

１２（７．０，２４，０）

１２（７．０，２４．０）

３１（１７．７，５４．４）

５（２．９，８，７）

　

Ｉ

１４（８，０，２４，６）

２９（１７，８，４８．３）

８（４，９，１３，３）

１９７



大久保

　

和

　

義

問題 誤

　

答

　

例 中

　

学

　

校 高

　　　

１ 高

　　　

２ 高

　　　

３ 大

　　　

学

（５）

　

Ｏ

る，ｄが負のとき

ｃ，ｄが負のとき

反例のまちがい

　

無

１２０（４１．７，６７．８）

　

３

３４（１１．８，１９．２）

４４（２６．０，７３．３）

　

Ｉ

　

Ｉ

８（４．７，１３．３）

４（２，４，６，７）

３２（１８．７，５８．２）

　

Ｉ

４（２，３，７，２）

１５（８．８，２７．３）

３０（１７．１，５５，６）

　

Ｉ

　

Ｉ

　

３

１５（８，６，２７．８）

８（４．９，１９．５）

５（３．１，１２．２）

１０（６．１，２４．４）

Ｗ （１） ÷．○αわ－－４

－１０αわ－－４６

　

４０αわ

　

－－２αわ

　

無

１１（３．８，９．３）

１４（４．９，１１．９）

８（２．８，６．８）

６（２．１，５．１）

α（５）

２９（１０．０，２４．６）

　

Ｉ

　

Ｉ

雷ｒ （３）

　

Ｉ

－１０αわ－８わ（２）
５
飼
３（１）′

（２）

　

－３α－Ｉ

－１０α２－７α十１２

　

上の種類

　　

７α十７

　

２α十３＝５α

　

無

９（３，１，８．９）

　

４

７（２．４，６．９）

　

４

１２（４．２，１１．９）

２０（６．９，１９．８）

　

３

６（３．６，３５．３）

　

２

３

Ｉ

５（２．９，６２．５）

　

２

　

２ ７（４，３，７０，０）

（３）
伽
ー
面
無

１５（５．２，１８．３）

　

３

３４（１１．８，４１．５）

Ｉ

２

　

２

　

Ｉ

５（２．９，４５，５）

３ ２

（４） ５α－７６

上の種類
５α－２３６

　

１２

上の種類

無

３５（１２，１，２３．３）

２０（６．９，１３，３）

１７（５．９，１１，３）

１１（３．８，７．３）

２８（９．７，１８．７）

１１（６，５，３６，７）

６（３．６，２０．０）

６（３．６，２０．０）

８（４．７，３２，０）

　

２

６（３．５，２４．０）

　

２

　

３

　

Ｉ

５（２．９，１９．２）

１２（６．９，４６．２） ７（４．３，６３．６）

（５）

　

－２α－２

（一α救［］＝〆＝

与式＝｛］÷｛－α２）

　　

２

　

無

１３（４．５，６．６）

２３（８０，１１．７）

１４（４．９，７．１）

６（２．１，２．９）

５８（２０．１，２９．６）

１４（８．３，１８，７）

７（４，１，９．３）

　

３

８（４．７，１０．７）

５（２．９，７．４）

９（５．３，１３，２）

１４（８．２，２０．６）

１１（６．３，２０，４）

９（５．１，１６．７）

　

Ｉ

９（５．１，１６．７）

６（３．７，２８．６）

６（３．７，２８．６）

表の読み方

α（わ，ｃ）

の誤答例の誤答数

６；その学年全体数に対する誤答率

ｃ；その学年の誤答数に対する誤答率

　

数字だけのときは誤答数とする

１９８
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されているが，徹底されていないようである．又α
３（－１）が若干見られる．又（１）と同様にα

３－

１がＪで６名，Ｈ，で５名いるが，このようなところでメー１とα
３×（－１）を混同してしまうと，

それからの数学を習得していくことは， かなり難しい． このような生徒には個別な指導が必要とさ

れよう・（３） では， それ以後の問題でもそうであるが，α÷』 身 と記憶している者が見受けられ

る，小学校での小数，，分数が十分に理解できていないことを示している，（４）では２α－

　

２ｂとし

ている者がＪで３．８％， 又－２αる÷など数字先行としない者がＪで４，５％，Ｈ２で４．１％など見られ

る，出題の意図は， －２÷ 物などの解答を予想していたのだが， それは全体で， ２， ３名と意外に

少なかった．（５）では３α（多分－３×（２α－３） ニー３×（－α）＝３α）， －６α－９，１８α（多

分

　

－３Ｘ（－２α－３）＝－３Ｘ（一如）＝１８α） が少数ずつ見られた，（６）（７）では演算の順

序がぱらぱらで， しかも（３）で言ったように α÷』 号 としている者が多い．即ち α÷ｂ÷にα÷

（もめ 一等とか ÷ら÷に 貯ｂｘに 普 などである．Ｊで約÷，Ｈ，で約１割がこの種のまちが

いをしている． これは文字式の計算が数の計算のようには実際に実行できないので， 自分の都合の

いい方から順に計算していくというように演算の順序を変えてしまっていることからきていると思

われる． 文字式の演算順序は， 数の演算順をそのまま受け継いでいることを， きちんと指導してお

かなければならないと思う． 教科書をみてみると， それらの注意はどこの出版社でもなされていな

い，（７） ではＪの正答率が４０％ぐらい， 高校でも６０％と（６）と比較してもかなり低い．”÷ら÷

ｃとα÷（６÷ｃ）とでこのような差ができるとは予想もしていなかった，後者の誤答で最も多かった

のが ★ であるが，筆者にはその出し方が正確には解明できなかったが，計算の順序，省略の約束が，
生徒の身についていないことがわかる．（８）が１で最もひどく， 計算を頭から順番にして，α－ら÷

（－ｃ）＝（α－る）÷（－ｃ）としている者がＪで３２，７％， Ｈ，， Ｈ２， Ｈ３でそれぞれ２２．５％，３２．２％，
Ｕでも４．３％， となっている． 又正答率はＪで約４０％と乗除先行の規則が大半はできていないと思

われ，ここら辺にも計算力が低下していると言われている原因があるようである．（９）は（８）よ

りもよいが， これは除法が減法より先にあり， 計算を順に行なっていけばよいということによるよ

うであるが，それでも多三宅， 三吉≦などが各学年に少しずつ見られる．（１０）では３α＋』”＋もが

ｊで８．０％， 高校でも若干名ずつ見られる． これについては１１１（３） でもう一度注意する．

　

０問題１１に関して

　

問題設定のところでも言っているが， この項は文字式でもまちがいやすく， しかも大切なところ

と思われるものである． 故に５題とも正しくないのだが’ 正確に理解しているかどうかを見るため

にこのような設問にした．（１）ではＪで約十が○としていて，αＸαと２αが混同されていると思わ

れる． 又 （α十も）２＝α２十ｂ２としているのがＪで６％あまりおり （α＋る）２の展開により， α←→α
２

が線形性をもたないことの指導も必要であろう．高校で６％，Ｕで５．７％の者が○としているのも意外

である．（２） ではＪで８，７％の者が○としている． １の（２） でもこの種の問題で同じ誤答をして

いるのだが， これ程には多くない， ただ， この設問ではｑ

　

ｂと共に文字を用いているところに原因

があるようである．（３）は最も悪い．○としているのがＪで７２．２％， Ｈ，， Ｈ２， Ｈ３， Ｕでそれぞれ

６０，９％，６０，８％，５６，０％，２７．６％と非常に多い． これは
ｎｌ×αをαとかく″ としているところに問

題があり，０．１での１との間に混同がおきているためと思われる，αを１から９までの自然数につい

てのみ考えて， αが任意の実数ということがとらえられていないのだろう． 尚， 中学校で０，１×α＝

０．１αとなることを注意している教科書は６社のうち１社のみであった，（４）３α－”などのような

式での分配則が理解できているかどうかを調べる問題であるがＪで○としたのが１３，５％もいた，
（５）は問題の意味がはっきりしなかったが，（イ），（ロ）は（イ） でα÷３６＝”÷３×０，（ロ） で
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α÷３６＝ 警 を調べることであった．こねまそれぞれの学校の先生の口答で説明していただいたが，
本当に調べたかったのは（イ）の部分で，（ロ）の方は調査対象とはしなかった．（１） では○がＪ

で６１，８％， Ｈ，で３９．０％ｑ

　

Ｈ２で５０．３％， Ｈ３で３７．７％， Ｕで１１，０％とかなり多く見られる．教科

書で，α÷もじはα÷（ら×ｃ）の意味であること， 即ち×， ÷が省略されているときは（

　

）の役割も

持っていることを注意しているのは６社のうち３社である． 今回調査した中学校ではいずれも注意

されていない教科書を使用しているが， ここら辺にも問題があるのかも知れない．

　

０問題１１１に関して

　

１１１で全体的に言えることは， 文字に数字を代入して計算するときに， 確実に一度代入してから計

算しようとするのではなくて，暗算を用いて答えを出し，符号をまちがうということが目についた．
たとえば（４）でのα＝－２のとき（－”）３＝－８などである．最近特にこのように筆算をきちっと

せずに， しかも紙面の角で雑な計算をして答えのみを出すという傾向が強いということを耳にする

が， 計算を正しく， 丁寧に書いていく習慣を身につけさせていく指導も大切にしなければならない

と思う． 又代入するということが理解できていない（即ちα；－２ でαを－２と同じに見ることが

できていない）のか，解答なしがＪで７％ぐらいいた．さて中身を見ていくと，（１）では－４－９＝

５としているのがＪで５％弱いるがこれは－（４－９）との混同かと思われる． 正負の数で， 代数

和の理解不足に原因があるのだろう．（２） では， 代入するとき， 〆＝－２×２（α
２＝２α， 又は

（２）２；－２２と計算しているものと思われる）がＪで５．９％みられた．さらに

　

α２ｂ＝－４＋３＝－

１も若干名いる．（３） では圧倒的に多いのが －３（－ 三 子 ） で， Ｊで２１．５％， Ｈ，で４．・％

いる． これは文字式で×， ÷の記号を省くことから， そちらの指導に重点をおくため， 数字にもど

したときにも－２－３＝－２×（－３） ととりちがえていること， 又分数での約分ということが正

確に理解できていないことなどに原因があると思われる．又この問題の正答率がＪで３０％強という

ことを考えるとき， 小学校での分数の指導から， その方法を考え直さなければならないという感を

さらに強くした．（４）では先にも注意した通り，（－α）
３＝

　

｛－（－２）１３；２３；８とすると問題

はないと思うのだが，（－”）
３＝－８としているのがＪで２２．９％，Ｈ，で１６．０％，Ｈ３で１６．０％， Ｕで

も１２．９％と非常に多い． 計算が未熟なうちに， 暗算を用いることをできるだけやめて， 筆算で計算

を正確にするという， 手を動かす作業の指導を強化するべきであろう． 又－”が負という概念があ

り，（一α）
３＝－α３は負の数， よって（－”）

３：－８という考え方もあると思われ（実際に高校等で

も麦…き＝”とする者が多いことでもわかる）－αは必ずしも負の数ではないことを強く指導すること

も大切である．さらに 姶 壱＝著としている者がＪで２０％弱，Ｈ，で約１０％，Ｈ で７，０％，Ｈ で６，

９％， Ｕで５．５％おり， 計算のいいかげんさが見られる． もう１つこの問題で注意しなければならな

いのは，８÷－★の書き方が以外に多く，記号のつけ方が正確でないので，その記号が
一演算記号″

なのかい符号″

　

なのかをはっきりさせ， 正しい書き方を習得させる必要がある，（５）では高校でも

半分以下， 中学校では１５％弱の正答率しかない， この種の問題では計算順序がばらばらである．特

に目立ったのは， １－１÷（－３）＝０としているのが， Ｊで９．０％， Ｈ，で１７．８％， Ｈ２で１９．９％，

Ｈ３で４．６％おり， この他にＪでは無解答が１５．６％いる． さらにはαＸ
ｂ十ｃ＝α×（ｂ十の，α÷（１十

七）－α（１ “）， １－１÷（－３）ー÷などが多かった．大学でも７５％ぐらいの正答率で， 計算力

の弱さが非常に目につく．

２００
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０問題Ｗに関して

　

Ｗでは与えられた文章題を立式し， さらに文字式を計算して求める文字について解くという問題

を出した，ｗで特に目立ったのは，（１），（５）において，約分をせずに答を出しておくことである．
式そのものは間違ってはいないのであるが， 数学で最終的な答えを出すときには最も簡単な形にす

るということが慣例となっているので，約分できるものは約分しておくべきである．（１）では，ｃ＝

器号としてぃるのが，Ｊで，３５，１％，高校で５０％前後，Ｕで５４％と非常に多い，他には濃度の求め

方（濃度の意味）を理解していないと思われるものが， Ｊで１８．８％， Ｈ，で１６．０％－

　

Ｈ２で５．１％，
Ｈａで８，０％みられる，（２） ではｃ＝α十６としているのが全体で５％弱おり， これは１０のケタがα

ということよりαを１０αと誤解しているものと思われる．又，ｃ＝αらとする者が多いと予想していた

（ケタとαＸｂの混同）が，この種の問題はよく取り扱われているせいか，それ程多くはなかった．
しかしながらＪで解答なしが１１．８％と多一（３）は問題ではゎを求めるのであるが，ｓー

凪 守 り

と三角形の面積を求めてやめてしまうのが多い， 式ができたということで安心してしまうのであろ

うが， よく問題を読むということを徹底させなければならない．（４） では
６＝〆× （－３） でよい

のであるが， 数学での最も簡単な形にするという原則から

　

６＝－３ 〆 としてほしかった． その他

にら＝α２（－３）として， ×÷記号省略のときの原則－数字を前に書く－を忘れている者，６；α
２－

３，ら＝〆×－３としている者が各学年に少しずつみられる．（５）は（１）と同様に， に 嵩告＋ 器

と約分していないのが各学年とも多く，３割以上である．又，ｃ；”＋も，ｃ＝４α十７６など，％の意味

を理解していないのが（１）と同様に多い，

　

０問題Ｖに関して

解答で全部に○をつける者がＪで６．９％と多く，はじめの条件のもとで，それらの条件をもっている
ぃすべての数″

　

で結論がいえるかということと， 条件をみたす ある数
″

　

で結論がいえるというこ

とが混同されているのか， 又は０か反例の問題だから全部に○をつければいくつかはあうだろうと

いうことで○をつけているのか判断ができないので， 理解度を知るということではあまり適当でな

かったかも知れない． 中身をみていくと，（１） では

　

α≧る ならば

　

α－６≧ る－ら＝０

　

という， 大

小関係では， 両辺から同じ数を引いてもその大小関係は変わらないことの問題であるが， Ｊではα
ｂが負のときにはわからない， α＝１， ｂ＝１のときはだめ， などが少しずついる．（２） では○とし

ているのが各学年意外に多く， Ｊで約４割， 高校で約２割いる． これはα，らとして正の数のみを考

えて，結論を正しいという理由からきていると思うが，
い条件をみたす全ての数″ ということをとら

えさせなければならない． 文字式がむずかしい１つの原因は， ここにもあると思われる． 反例を上

げるときのまちがいとしては， 一１２

　

≦－２２， －１－１≦－２－２の書き方である． いずれも

（－１）２≦（－２）２のつもりだと思われるが，数字で書く場合と文字の場合とがごちゃごちゃになっ
ているようである．（３）は大きい数同士を加えると小さい数同士を加えたものより大きくなるとい

うことが理解できているかどうかを見るものである．まちがっている者は．
一負の数のときにはわか

らない．
″

　

などの解が目立つ．（４） では（３） での加法性に対して， 減法ではどうかということで

あるが， ０としているのが， Ｊで２８．８％，Ｈ．で１８．３％，Ｈ２で８．８％， Ｈ３で１７．７％，Ｕでも１７．８％

と多い． Ｕで１７，８％は意外で， これから教職につく者が多いということを考えると， 非常に不安の

残る結果であった． さらに反例で， 結論に等号の成立するものを上げている（即ち反例でない）の

が数名ずついるが，
ぃ≦″

　

の意味を正確に理解させておく必要がある，（参考までに， 数学教育学の
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講義中， ５

　

≧ ５は正しいか″ と質問したところ， 約７０人中，１０人ぐらいは，
ぃ正しくない″ とし

ている．）（５）でも○が多かった．（Ｊでは
４０％以上）これも○とした者が多くは文字に正の数のみ

を考えているものと思われる，解答の中には，
ｂ，ｄが負のとき，ｃｄが負のとき，というのもあるが，

これらは， それぞれ十分条件とはならないので， 数学の
解答としては正しくない． 又Ｖを通して，

Ｊでの無解答が， かなり多かったが， このような問題には慣れていないせいかと思われる．

　

０問題班に関して

　

Ｗでは実さいに文字式の計算をさせて， その理解度と誤りの多いところを探すのが目的である．

（１） ではＪで－１０の－４， 一１０の－４６が多く， 分配法則が理解できていない者， 又４０
の（５

α－４ ＝－２０の， －２αる（５α－４＝α）などが目についた，（２）では－３α－
１（（２α十３）－（５

α－４）＝２α十３冊５α－４）のように，一（５α－４）＝－５α－４とする者が
多く，さらに一１０

メー

７α十１２（（２α十３） － （５α－４） ＝－ （２α十３）（５α－４）） のように， ここでも 一×″記号を

省略することからおきている混同が見られる． これは各学年にわたって４
～５％ぐらい見られる．

文字式で， 記号の省略を意識するあまり， 簡単なものまで， むずか
しく考えるという傾向があるよ

うである．（３）では， －４αとしているのが若干名
ずつおり， 又， －８α

２６を（－８α）２６としてい

る者もいる． ２乗の約束で

　

卸２＝ｘ× （ｙ×ｙ） で尤〆＝ （卸）
２ではないことを十分に注意しておく

，必要があるように思われる．（
４）は分数の基本的な問題としては以外に正答が少ない．誤答の例は，

１つ目に， 分母を払って， ５α－７
６がＪで１２．１％， Ｈ・で６，５％，

Ｈ２で４，８％， 又この種 ”ダリとして

５α－１２６）の誤りがＪで６，９％と， あわせて２０％近くの者が分母を払っている， これは
分数方程式

を解くときに，分母を払って解くということの練習が
多くされているため，分数計算をすることと，

方程式を解くときの手法を混同してしまっている（即ち分数計算と， 分数方程式とは何かが理解で

きていない．）ものと思われる．方程式と他の
ものと混同はしばしばみかけられる（例えば， ２式方

程式で使われる判別式を，２次関数

　

ｙ＝α尤２十脳十ｃでｕこの判別式をＤにして……
″など）が， 原

因の１つには，
．指導する側も， 解法とか， 計算方法などに重点をおき， そのものの

意味などを， 軽

視する傾向があるのではないだろうか，次に

　

塞たま越 （

　

与式＝

　

３（３α－５６）－４（α－２６）

　

） ＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１２

　

９α－１５６－４α－８６

　

）としている者がやはり多い，先に述べた分配法則がきちっとで
きていないこ

　　　　　

１２

とによるものである，このような通分の誤りはＵでも４．３％見られる．
（５）は問題が難しかったら

しく， 非常にできが良くない． 高校ではこれぐらいは
十分にできる計算力を持っていてもよいと思

うのだが……．特に無解答が目立つ．（Ｊで２０．
１％）まちがい方はばらばらであるが，比較的多かっ

たのが， 答えとして－２α－２（即ち－
２〆÷（－”）２＝－２）， さらに途中の計算として（－”）

２÷

｛……１ ＝α×

　

｛

　　　　

１， 与式＝ 〔

　　

〕 ÷（－α）２など乗除加減の順序を全く無視しているも

のであった．

４． 文字式の指導における注意点

　

２．４でも言っているように，高校の
１年生，２年生，３年生の正答率にそれ程のちがいはない，

即ち，文字式の理解度は，中学校３年間での学習によって，
だいたい決まると考えてよい．そこで，

以上の調査結果をもとにして， 中学校での文字式の指導で注意しなければならない点を
上げてみよ

う． まず第一に文字式の計算で， 乗除
記号の省略から誤解の生じやすいと思われるものは， α×ら＝

αらでα，ｂを数字としたときの２×３＝２３などのような，乗算と位取りの問題，さらには
２Ｘ号＝２

２０２



文字計算の指導に関する注意

十のような， 乗算と分数の意味の問題がある． 文字の導入は小学校５年生からであるが， このとき

にはあくまでも未知数としての文字で， 文字には１つの数字しか対応しない， 表した文字がいろい

ろな数を動きえるというように用いるのは， 実際には中学校に入ってからで， そのような文字の使

い方が慣れないうちに， 文字計算の約束ごとが決められるのだから， 上のような誤解が生じるのも

無理からぬことと思う．本調査でも１の（４）， Ｗの（２）でふれたように， やはりこのような誤り

をしている者が， それ程多くはないが， 存在している． 上のような誤解をなくすために， 数字の計

算では，乗除記号は省略できないという指導も，例を多く用いて十分にした方がよい．次に１α＝”，
（－１）α＝－”と書くことの定義から生ずる問題であるが，０．１×α＝０．αとしている者が非常に多

い．（１１の （３） 参照） たとえば， α＝２などの１ケタの正の整数のときには０．２＝０．α＝０．ＩＸα＝０．
１×２で

　

０，１×αで定義してよいが，αがそれ以外の数であったときは，小数の定義との混同がおこ

り（たとえば

　

０．２０＝０．１×２０＝２

　

と０，２との混同）意味を解せなくなるため，この定義は不合理

となる，それ故に書き方の問題ではあるが，誤解をさけるため，０．ＩＸｑ＝０，１αで， この場合は１は

省略できないことを指導しなければならない．次にα×（－ら）とα－ろのちがいで，今回の調査でも，
かなり混同している者がいる（１１の（２）， Ｗの（２）など）が， 具体的な数字を入れて両者のちが

いを理解させ， ×″記号の省略法を指導しなければならないだろう，次に文字計算の場合でも乗除

先行とか，（

　

）の計算を先にするなどの，数字での計算順序が， そのまま引きつがれてし ることの

注意（先の調査結果をみても， これが非常にばらばらである． 又教科書では， このことには全くふ

れられていない．）は一度はしておかなくてはならないだろう．次にα÷もじであるが，普通は 彰＝ら×

ｃとのみ定義されている． 故に定義よりα÷α＝”÷６×ｃと考えるのが当然である． 然して本調査で

も中学校では３０％，高校でも５０％前後がそのような解を出している，実際には 彰は（るＸｃ）の意味

を表わしていること， 即ち乗除記号が省略されているものは， 計算順序が先であることをきちんと

おさえなければならないのだが，その指導が徹底されていないようである．さらに班の（３）で

　

－
８α２ら；６４α という解答がみられたが，２乗，３乗，……なども計算順序としては先であること，
即ち， 一８ α は－８×αをしてから２乗するのではなく， 〆 を先にしてから－８をかけるという

ことも注意しなければならないことであろう． ２乗に関しては次の注意も必要である， 上記のこと

も関連あるが， 一α２と （一α）２のちがいである． これはα＝－２のときα
２＝－２２としてしまうの

であろう． Ｖの（２）の反例で－２
２≧－１２ｏｒ－２－２

　

≧－１－１という書き方の生徒はこの種の

まちがいだと思われる， 我々は上記の注意のように， －２
２は（－１）× ＝－４を意味するもの

で（ー２）２を意味するのではないことを十分に指導する必要がある，次に除法で 謄る一身と記ー意

していると思われる生徒が中学校， 高校で何人かずつ見られたが， 指導者側はこういう生徒を早期

に見つけ出し， ÷″と分数で表わすときの表わし方（分数の意味）を個別指導などを用いて， 理解

させる努力をしなければならないだろう，次に－”＜０というイメージ（－があると負の数）を持っ
ている生徒が非常に多い（先の問題１１１の（４））．これは高校で／愛さ＝αとする生徒が多いことでもわ

かるが， 文字ではどちらの数をも表わすということに慣れさせなくてはいけない． 又分配法則がわ

かっていない生徒も多いようである，α（も十ｃ） を

　

α×る十ｃと混同， さらに一α（るＸｃ） ＝－の－解

も多い．文字のところに数字を入れて計算，矛盾を見つけ，α（ら十ｃ）＝の十αｃを理解させるべきで

ある． 数の計算でもそうであったように， 数学では， 答えは一番簡単な形にしておくのが基本的な

こととなっている．文字式でも当然そうであるが，それが意外にルーズである（たとえばＷの（１），
（５）など）．これらの徹底的な指導も大切なことと思う． 代入計算では， 暗算を用いて， 確実な計

算（筆算） をしないことには， 指導者は十分に注意しなければならない． 各ステップを確実に， 計

算順序を守って正確に計算する技術を身につける練習をしなくてはならない． 最近は計算力不足が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０３



大久保

　

和

　

義

深刻化しているが， ここら辺の指導にも， もう 度注意を払う必要があると思う， 先にも述べたよ

うに， 分数計算で分母を払ってしまう生徒が非常に多い． 方程
式と式の計算が混同されているもの

と思われ， 重要な問題である． 我々は， 教材として， それがあるか
ら教えるということだけではな

くて， 方程式とは何か， 式を計算するとはどういうことか， という
根本的なことをとらえさせるよ

う努力して，本調査でおきているような誤りをなくさなくては
ならないだろう約分の問題で ４ ｒ

＝る は （２α十も） ÷２α と ｛２α×（十ゎ）！

　

÷２αとの混同からきているのか， 又は小学校のとき

の分数で， とにかく約分できるものは約分せよ， という
指導が徹底されているため， 一目見て， 約

分できるものだけは約分してしまおう， ということからきているのかは不明であるが， いずれにし

てもこの種の誤りも， 中学校ではかなり多いので， 文字式のところで，
改めて指導した方がよいよ

うである． 以上のように， 生徒達は， 新しく文字
式が導入されたということで， かなりその計算で

混乱しているように思える． これからの数学を学んでいく上で，
基本となる文字式の計算がしっか

りと理解できるよ・うに， 特に上で述べたような問題を
現場の先生方に考えていただきたいと思う．

　

最後に， この調査にあたって， いろいろとご指導， ご助言を賜わった北海道教育大学附属札幌中

学校の勝山一二三， 与板純一の両先生， 並びに， 調査にご協力をいた
だいた， 各学校の先生方に感

謝の意を表して， おわりとする，
（本学助手・札幌分校）

２０４


